第 十三の 男 は 語る。 

しん こうき ようせい けん りゅう 

「清朝 も その 国 初の 康熙、 雍正、 乾 隆の百 三十 余 年間 

は めざましい 文運 隆昌の 時代で、 嘉慶に 至って 漸く 衰 

え はじめました。 小説 筆記の たぐい も、 この 隆昌 時代 

に 出た もの は 皆よ ろしい ようで ございます。 わたくし 

おうして い 

はこれ から 王 士禎の 『池 北 偶談』 について 少しく お 話 

をいた そうと 存じます。 王士禎 といって はお 判りに な 

おうぎよ よ-つ 

ら ないか も 知れません が、 王漁洋 といえば 御存じの 害、 

清朝 第一 の 詩人と 推される 人物で、 無論に 学者で ござ 

レます 

この 『池 北 偶談』 は いわゆる 小説で もな く、 志怪の 



「あなた は 張 巡が 妾 を 殺した こと を 御存じで すか。 あ 

なた の 前の世 は 張 巡で、 わたし は その 妾であった ので 

す。 あなたが 忠臣で あるの は 誰も 知っている ことです 

が、 その 忠臣と なる がた めに、 なんの 罪 もない わたし 

を 殺して、 その 肉 を 士卒に 食わせる ような 無残な 事 を 

なぜな された。 その 恨み を 報いる ために、 わたし は 十 

三代 も あなた を 付け狙って いました が、 何分に も あな 

たは 代々 偉い人に ばかり 生まれ 変って いるので、 遂に 

その 機会 を 得ませんでした。 しかも 今の あなた はさの 

はくめん 

み 偉い人で もない、 単に 一 個の 白面 (若く 未熟な こと) 

書生に 過ぎません から、 今 こそ 初めて 多年の 恨み を 報 



これに は 何 か 子細が あるに 相違ない と 思 つたので、 

その 晚は 寝た 振り をして 窺って いると、 夜 も 三更 (午 

後 十 一 時 I 午前 一 時) とお ぼしき 頃に、 たちまち 大き 

い 声で 呼ぶ 者が ある。 それと 同時に 二 本の 大きい 蠟燭 

まのお 

が 地上に あらわれて、 くれないの 火焰が 昼の ように あ 

たり を 照らす かと 見る うちに、 大勢の 家来ら しい 者 ど 

もが 緋の 着物 をき た 人を警 固して 来た。 人 はこ この 家 

の 主人が ゆうべ 見た 通りに、 几に むか つ て 書物 を 読み 

はじめた。 

楊 はお どろいて、 大きい 声で 人 を 呼んだ が、 誰も 来 

る 者はなかった。 緋 衣の 人 も 聞かない ような ふうで し 



ず かに 書物 を 読みつ づけて いた。 やがて 五更 (午前 三 

時 I 五 時) の 頃になる と、 彼 は 又 しずかに 起ち あがつ 

て 楊の 寝床へ 近寄って 来た。 他の 者 ども もみな 従って 

来て、 楊の 寝床の 四 脚 を もたげて 部屋 じゅう をぐ るぐ 

る 引き まわした 末に、 空に むかって 幾た びか 投げ あげ 

た。 楊 はもう 気絶して しまって、 その後の こと は 知ら 

なかった が、 夜が 明けて 正気に 復 つた 頃に は、 そこら 

に 何者の 姿 もみえなかった。 部屋の 入口 を あらためる 

かぎ 

と、 扉の 鑰は 元の ままで、 誰も 出入り をしたら しい 形 

跡 もなかった。 

「もしゃ 夢 か」 



自分が 見た だけなら ば 夢 かと も 思える が、 現に 昨夜 

もこ この 主人が 同じような 不思議 を 見せられ たので あ 

るから、 どうも 夢と は 思われない。 こんなと ころに 長 

さと 

居 をす るの は 良くない と覚 つて、 楊 は 翌日 早々 にこ こ 

の 家 を 立ち去った。 

それから 四、 五日の 後、 突然 ここの 家に 火 を 発して、 

楊の 部屋 は 丸焼けに な つ た。 

文昌 閣の鸛 

さいなん ぶんしょ うかく かん がんこう 

済 南 府の学 堂、 文 昌閣の 家の 棟に 二 羽の 鸛 (雁 鴻の 



一種で ある) が 巣 を 作って いた。 ある 日、 それが 西の 

郊外 を 高く 飛んで いると、 軍士の 一 人が 矢 を 射 かけて、 

はぎ 

その 一羽の 脛に あたった。 しかも 鳥 は 落ちないで 飛び 

去った。 

その 以来、 かの 鳥 は その 脛に 矢 を 負った ままで、 家 

の 棟の 巣 を 出入りして いるの を、 大勢の 人が 常に 見て 

いた。 軍士 も 一時の いたずらで あるから、 再び それ を 

射ようと もしなかった。 

ちゅうじょう 

ある 日、 中丞が 来て 軍隊 を 検閲 するとい うので、 

しょう へ き 

一軍の 将士 はみ な 軍門に あつまり、 牆壁 をう しろに 

して 整列して いると、 かの 鳥が その 空の 上に 舞って 来 



条を 打ち あけた。 そうして 先日 来の 議論 はみ な 彼女が 

傍から 教えて くれたの である こと を 白状した。 

そこで、 念のために その 鏡 を 取ろうと すると、 鏡 は 

大きい ひびき を 発して どこへ か 飛び去った。 彼 は獄に 

つながれて 死んだ。 

韓 氏の 女 

明の 末の ことで ある。 

広州に 兵乱が あった 後、 周 生と いう 男が 町へ 行つ 

こ きぬ 

て 一つの 袴 (腰から 下へ 着ける 衣で ある) を 買って 来 



た。 その 丹い 色が 美しい ので 衣桁の 上に かけて 置く と、 

夜 ふけて 彼が 眠ろうと するとき に、 ひとりの 美しい 女 

とば：；：' 

が幃を かかげて 内 を 窺って いるら しいので、 周 はお 

どろいて 咎める と、 女 は 低い 声で 答えた。 

「わたくし はこの 世の 人ではありません」 

周 はいよ いよ 驚いて 表へ 逃げ出した。 夜が あけて か 

ら、 近所の 人び とも その 話 を 聞いて 集まって 来る と、 

女の 声 は 袴の なかから 洩れて 出る ので ある。 声 は 近い 

かと 思えば 遠く、 遠い かと 思えば 近く、 暫くして 一 個 

の 美人の すがたが 烟り のように あらわれた。 

「わたくし は 博羅に 住んで いた 韓 氏の 娘で ございます。 



慶忌 

ちょういん きょう みん てんけい しんし 

張 允恭 は 明の 天啓 年間の 進士 (官吏 登用 試験の 及 

なんよう 

第 者) で、 南 陽の 太守と なって いた。 

さら ねと ま 

その 頃、 河 を 淡う 人夫ら が 3 一 干に 近いと ころに 寝 宿り 

している と、 橋の 下で 哭 くような 声が 毎晚 きこえる の 

お ぉビ 、- 

で、 不審に 思って 大勢が うかがう と、 それ は 大きい 

す つ ま-； - 

泥 鼈であった。 こいつ 怪物に 相違ない というので、 取 

り 押えて 鉄の 釜で 煮 殺そうと すると、 たちまちに 釜の 

なかで 人の 声が きこえた。 



「おれ を 殺すな。 きっとお 前た ちに 福 を 授けて やる」 

人夫ら は 怖ろ しくな つ て、 ますます そ の 火 を 強く 焚 

いたので、 やがて 泥 鼈 は 死んで しまった。 試みに その 

腹 を 剖いて みると、 ひとりの 小さい 人の 形が あらわれ 

た。 長さ 僅かに 五、 六寸 であるが、 その 顔に は 眉 も 眼 

も 口 もみな 明らかに そなわって いるので、 彼ら はます 

ます 怪しんで、 それ を 太守の 張に 献上す る ことにな つ 

た。 張 もめず らしが つて 某 学者に 見せる と、 それ は 

かんし こたく けいき 

管 子の いわゆる 涸 沢の 精で、 慶忌 という 物で あると 教 

えられた。 

(谷の 移らず 水の 絶えざる ところに は、 数百 歳に して 



涸 沢の 精 を 生ずと、 捜 神 記に も 見えて いる)。 

洞 庭の 神 

リ ようす い せいえ つ 

梁遂 という 人が 官命 を 帯び て 西粵に 使い するとき、 

洞 庭 を 過ぎた。 天気 晴朗の 日で、 舟 を 呼んで 渡る と、 

たちまちに 空 も 水 も 一 面に 晦く なった。 

舟 中の 人 もお どろき 怪しんで 見 まわす と、 舟 を距る 

しんじん 

五、 六 町の 水上に、 一 個の 神人の 姿が あざやかに 浮か 

ひげ しゃきん 

び 出た。 立派な 髯を 生やして、 黒い 紗巾を かぶって、 

けもの 

一種 異様の 獣に またがって いるので ある。 獣 は 半身 



を 波に かくして、 わずかに その 頭角 を あらわし ている 

じょうぼう 

ばかりであった。 また 一人、 その 状貌 すこぶる 怪偉 

なる ものが、 かの 獣の 尾 を 口に くわえて、 あとに 続い 

て ゆく ので ある。 

やがて 雲 低く、 雨降り 来たる と、 人 も 獣 もみな 雲 雨 

のうちに 包まれて、 天へ 登る かの ように 消えて しまつ 

た。 

これ は 折りお りに 見る ことで、 すなわち 洞 庭の 神で 

あると 舟び とが 説明した。 

※ 〔# 「ロ + 斗」、 288-1U 蛇 



こうせい きょうだ 

広 西 地方に は※ 蛇 〔# 「ロ + 斗」、 という ものが 

ある。 この 蛇 は 不思議に 人の 姓名 を識 つていて、 それ 

を 呼ぶ ので ある。 呼ばれて 応える と、 その 人 は 直ちに 

死ぬ と 伝えられ ている。 

むかで 

そこで、 ここらの 地方の 宿屋で は 小箱のう ちに 蜈蚣 

をた くわえて 置いて、 泊まり 客に 注意す るので ある。 

「夜な かに あなたの 名 を 呼ぶ 者が あっても、 かならず 

返事 をして はなり ません。 ただ、 この 箱 を あけて 蜈蚣 

を 放して おやりなさい」 

その 通りに すると、 蜈蚣 はすぐ に 出て 行って、 戸外 



に ひそんで いるかの 蛇の 脳を剌 し、 安々 と 食い ころし 

て、 ふたたび 元の 箱へ 戻って 来る という。 

ほうえんだ 

(宋 人の 小説に ある 報寃 蛇の 話 に似てい る)。 

范祠の 鳥 

ちょうは くさん れいせん じ はんぷん せい 

長 白山 の 醴泉寺 は 宋の名 臣范文 正 公が 読書の 地と 

ほこら 

して 知られ、 公の 祠は今 も 仏殿の 東に ある。 

こうき ながあめ 

康熙 年間の ある 秋に 霖 雨が 降り つづいて、 公の 祠の 

家 根から おびただしい 雨漏りが したので、 そこら 一 面 

に 湿れて しまったが、 不思議に 公の 像 はちつ とも 湿れ 



て 行った ので ある。 江 南へ 行って、 河 間の 南に ある 

腰※ 〔# 「足+ 占」、 290-2 の 駅に 宿った。 

仲間の 八 人と、 騾馬 を ひく 馬 夫と がまず 飯 を 食った。 

方 は 少しお くれてい ると、 その 一人が 食いながら 独り 

言 をい うので ある。 

だんちょうそう 

「 断腸 草 …… 」 

ほう 

それ を 三度 も 繰り返す ので、 方 は 怪しんだ。 

「君 は 食い物の なかに 断腸 草が あるの を 知ってい るの 

か。 それなら 食って はならない ぜ」 

「そうだ」 と、 その 男 は 言った。 

見る と、 馬 夫 はすで に 中毒 状態で 仆れ た。 急に 一 同 
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